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◇平成２３年度１学期始業式訓話（４月６日 ） 校長 東島 敏隆
東北大震災で亡くなられた方々のご冥福をお祈りいたします。また、募金活動を呼びかけてくれた

生徒会役員の皆さんに感謝します。
さて、今回の人事異動で２０名の先生が転出になり、新しく１８名の先生が転入されました。特に

退任式で転出された先生方の思いをしっかりと受け止めて頑張っていきましょう。
３月に３年生を送り出し、４月から皆さんは新２年生、新３年生です。８日に入学式があり、来週

からは１年生から３年生までがそろいます。毎年繰り返されるこのような入れ替わりは、まさにクス
ノキを連想させます。クスノキの紅葉と落葉は４月で、次の新芽が発芽する準備が出来ると葉は紅葉
して落ち、若葉に入れ替わります。まるで学校における新年度の始まりのようです。

３年生諸君、センター試験まで残すところ２８３日です。センター試験では教科書を基盤にした問
題が出題されますので、日々の授業を大切にして、毎日の学習内容を確実に理解していくことを心が
けてください。授業を受ける際は、必ず予習と復習を行い、積極的に授業に取り組むことが重要です。

また、本校では他校と比べ部活動入部率が高く、多くの生徒が文武両道を目指しています。部活動
では部活動でしか得られないものがあります。友と語り合
い、競い合い、励まし合い、汗や涙を共に流し、目標達成
に向かって努力する過程で、多くの感動や友情が育まれ、
一生の財産となります。

ところが、一部の生徒の中に学業成績低下の理由を部活
動に求める生徒がいますが、それは間違いです。日々の時
間を有効に使って、メリハリのある生活を過ごし、勉学も
部活動も頑張る白石高校生であって欲しいと思います。特
に、６月の県高校総体までは部活動に、９月の白高祭まで
は白高祭に集中するという言い訳をして、日々の勉学をお
ろそかにしないようお願いします。

学校を変えていく原動力は、皆さん一人ひとりの若いエ
ネルギーです。何ごとも諦めず、手を抜かず、持てる力を
精一杯発揮し、白石高校の良き伝統と校風の後継者として
新たな歴史を作り上げてください。

◇平成２３年度入学式式辞（要約）（４月８日） 校長 東島 敏隆
入学おめでとう。本校職員一同、皆さんを心から歓迎いたします。本校は本年で創立９４年目を迎

えます。地域の進学校として勉学にスポーツに素晴らしい業績を残しており、文武両道を目指してい
る歴史と伝統のある学校です。

まず、本日、入学するに当たり、実行してもらいたいことを３つ挙げます。
１つ目は、次の目標とする進路先を一年生の早いうちに決めてください。

２つ目は、その目標達成のための学習習慣を確立して、家庭においては毎日、最低でも三時間は勉学
を行ってください。家庭での学習習慣の有無が三年後には大きな学力差となって現れ、皆さんの将来
設計を決定づけてしまいます。最初はきつくても、習慣となるまで実行してください。
３つ目は、勉学と部活動の両立に励んで下さい。本校の部活動加入率は８５パーセント以上であり、
他校に比べて活発に活動が行われています。部活動は勉学の推進力を生み出します。勉学と部活動の
両立は大変なことですが、先輩達は苦労を重ねて、勉学と部活動との両立を果たして、進路実現を成
し遂げて来ました。

さて、東北大震災では、死者・行方不明者は約
２万８千人に上りました。亡くなられた方々のご
冥福をお祈りしたいと思います。皆さんは、かけ
がえのない尊い命が失われたこと、また、甚大な
被害の中、懸命に復興に向かって頑張っておられ
る方々がおられることに思いを馳せ、日々、家族
に囲まれ普通に生活できるありがたさを噛みしめ
て、精一杯、学業に部活動に頑張って欲しいと思
います。

次に、保護者の皆様、子供らの健全な成長を育
んでいくためには、学校と家庭が相互に補完し合
い、連携を密にしていくことが重要です。どうか
学校の教育方針をご理解いただき、ご支援とご協
力を賜りますようお願い申し上げます。

最後に、新入生の皆さんのこれからの高校生活
が充実したものとなり、三年後には、皆さんがそれぞれの夢を達成されることを祈念します。
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◇ 学校経営ビジョン

(1) 工夫改善した授業を実施し、生徒に学ぶ喜びと向学心を培う。
(2) 生徒の能力・適性を把握し、進路意識を明確にさせ、個に応じた進路指導を徹底する。
(3) 生徒の規範意識を高め、基本的な生活習慣を身につけさせる。
(4) 部活動の加入促進と振興を図り、活気に満ちた校風を醸成する。
(5) 教職員研修を実施して教職員の指導力･規範意識の向上に努める。
(6) 地域・保護者・大学等から支持支援される学校づくりを目指す。

◇各学年団並びに各校務分掌正副主任の紹介
▼各学年団 ▼校務分掌正副主任

１年 ２年 ３年 総務 正 吉田 千晃
副 小野 幸子

主任 三瀨 貴大 太田 信也 原 弘樹
教務 正 糸山 正孝

副主任 牟田口 恭子 北村 恭子 本村 邦彦 副 本村 邦彦

１ 正 森永 央子 北村 恭子 石橋 俊 生徒指導 正 吉丸 彰浩
組 副 吉村 貴子 荒田 直樹 堤 明日香 副 江口 忠信

永石 真璃
進路指導 正 時貞 充尚

２ 正 松瀬 元太 吉田 孝士 大宅 利之 副 大宅 利之
組 副 山中 京子 江口 忠信 草場 大治

庄島 幸恵 平川 佳奈 宮原 恵美 保健指導 正 松尾 健
副 宮原 恵美

３ 正 牟田口 恭子 山口 信介 本村 邦彦
組 副 溝口 陽介 大島 美穂 吉田 千晃 図書 正 山中 京子

副 陣内 恭弘
４ 正 岩谷 祥史 小野 幸子 一ノ瀬 隆行
組 副 宮﨑 絢子 陣内 恭弘 松尾 健 事務 正 井上 しづよ

５ 正 増本 泰隆
組 副 大神 宏隆

◇ 転退任の先生方の紹介

①原 敬子先生（退職） ⑪代居 満喜先生（武雄高）
②樋口 春彦先生（佐賀工） ⑫橋村 正之先生（県庁）
③神田 芙美子先生（有田工） ⑬待鳥 景子先生（佐賀商）
④陣内 慶周先生（牛津高） ⑭笠原 英実先生（神埼中）
⑤福島 倫平先生（伊万里高） ⑮堤 真弓先生（鳥栖商）
⑥谷山 泰子先生（伊万里高） ⑯永尾 淳史先生（杵島商）
⑦池田 豊昭先生（牛津高） ⑰納富 靖子先生（早稲田）
⑧田中 文明先生（致遠館高） ⑱川崎 隆喜先生（早稲田）
⑨梅﨑 浩正先生（致遠館中） ⑲前田 良紀先生（昭栄中）
⑩松岡 陵子先生（佐賀西） ⑳川﨑 知子先生

平成２３年度育友会総会のご案内

日時： 平成２３年 ５月 １４日（土） １２：４５～

日程： 授業参観 １２：４５～１３：３５
総会 １３：５０～１４：５０
学級懇会 １５：００～

（３年生は進路説明会 ）

※ ご多忙とは存じますが、ご出席よろしくお願いします。



◇ 平 成 ２ ３ 年 度 新 任 の 先 生 方

橋 口 満 洋 先 生 〔 事 務 〕
県 く ら し 環 境 本 部 こ ど も 未 来 課 か ら 来 ま し た 。 ３ 年 ぶ り の 学 校 勤

務 で す 。 生 徒 の み ん な と 一 緒 に 学 校 生 活 を 送 れ る こ と を 、 自 分 自 身
大 変 う れ し く 感 じ て い ま す 。 ど う ぞ 、 よ ろ し く お 願 い し ま す 。

堤 明 日 香 先 生 〔 国 語 〕
山 間 （ 厳 木 高 校 ） か ら 平 地 （ 白 石 高 校 ） に 降 り て き ま し た 。 ど ん

な 生 徒 に 出 会 え る の か 、 ど ん な こ と が 起 こ る の か ワ ク ワ ク し て い ま
す 。 お 互 い 充 実 し た 時 間 が 過 ご せ る よ う 協 力 し て い き ま し ょ う ね 。

荒 田 直 樹 先 生 〔 日 本 史 〕
杵 島 商 業 高 校 か ら 来 ま し た 。 担 当 教 科 は 地 歴 （ 日 本 史 ） で す 。 な

か な か 進 学 校 の 雰 囲 気 に 慣 れ ま せ ん が 、一 生 懸 命 頑 張 る つ も り で す 。
共 に 学 び な が ら 、 楽 し い 学 校 生 活 に し ま し ょ う 。

三 瀨 貴 大 先 生 〔 数 学 〕
神 埼 高 校 か ら 来 ま し た 。 担 当 教 科 は 数 学 で 、 部 活 動 は 女 子 バ レ ー

ボ ー ル 部 の 顧 問 で す 。 生 徒 も 学 校 も 神 埼 高 校 と と て も 似 た 雰 囲 気 だ
っ た の で 、 す ぐ に 溶 け 込 め ま し た 。 よ ろ し く お 願 い し ま す 。

時 貞 充 尚 先 生 〔 科 学 〕
神 埼 高 校 か ら 来 ま し た 。 担 当 教 科 は 化 学 で 、 白 石 高 校 生 に 少 し で

も 化 学 の お も し ろ さ を 伝 え ら れ れ ば と 思 い ま す 。 思 い 出 に 残 る 学 校
生 活 を 共 に つ く っ て い き ま し ょ う 。

大 神 宏 隆 先 生 〔 生 物 〕
佐 賀 東 高 校 か ら 来 ま し た 。 ２ 年 と ３ 年 の 生 物 を 担 当 し ま す 。 妻 の

母 上 が 白 石 高 出 身 と い う こ と で 、 何 か 縁 を 感 じ ま す 。 年 齢 的 に 中
堅 ど こ ろ で は あ り ま す が 、 初 心 に 返 り 生 徒 諸 君 と 接 し た い と 思 い ま
す 。

岩 谷 祥 史 先 生 〔 英 語 〕
佐 賀 西 高 校 か ら 来 ま し た 。 担 当 教 科 は 英 語 で す 。 サ ッ カ ー 部 の 顧

問 で す 。 毎 年 新 し く 出 会 う 生 徒 の 隠 れ た 才 能 を 発 見 す る こ と を 楽 し
み に し て い ま す 。 積 極 的 に 話 し か け て 下 さ い ね 。

吉 田 千 晃 先 生 〔 英 語 〕
佐 賀 東 高 校 か ら 来 ま し た 。 担 当 教 科 は 英 語 で す 。 ３ 年 ３ 組 の 副 担

任 で 、 茶 道 部 の 顧 問 で す 。 生 徒 の 皆 さ ん が 、 さ わ や か に 大 き な 声 で
挨 拶 し て く れ る の で と て も 気 持 ち が い い で す 。 よ ろ し く お 願 い し ま
す 。

平 川 佳 奈 先 生 〔 音 楽 〕
福 岡 に あ る 直 方 第 一 中 学 校 か ら 来 ま し た 。若 さ だ け が 取 柄 な の で 、

み ん な の パ ワ ー に 負 け な い よ う に 頑 張 り た い と 思 い ま す 。 担 当 教 科
は 音 楽 で 、 音 楽 部 の 顧 問 で す 。 よ ろ し く お 願 い し ま す 。

庄 島 幸 恵 先 生 〔 保 健 体 育 〕
新 採 の 庄 島 で す 。 教 科 は 保 健 体 育 で す 。 一 日 で も 早 く 白 石 高 校 の 生

活 に 慣 れ 、皆 さ ん と 一 緒 に 楽 し い 学 校 生 活 を 送 り た い と 思 っ て い ま す 。
ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

永 石 真 璃 先 生 〔 美 術 〕
佐 賀 農 業 高 校 と 兼 任 し ま す 。担 当 教 科 は 美 術 で 、美 術 部 の 顧 問 で す 。

母 校 で あ る 白 石 高 校 で 皆 さ ん と 勉 強 で き る の が と て も 嬉 し い で す ！ 一
緒 に 実 り の 多 い 一 年 に し ま し ょ う ね 。

吉 村 貴 子 先 生 〔 家 庭 〕
嬉 野 高 校 か ら き ま し た 。担 当 教 科 は 家 庭 科 で す 。家 政 部 の 顧 問 で す 。

い っ し ょ に 楽 し い 学 校 生 活 を お く っ て い き ま し ょ う ！ よ ろ し く お 願 い
し ま す 。

溝 口 陽 介 先 生 〔 保 健 体 育 〕
金 立 養 護 学 校 か ら き ま し た 。 白 石 高 校 の 生 徒 と 共 に 学 び 成 長 し て い

き た い と 思 っ て い ま す 。 担 当 教 科 は 、 保 健 体 育 で 、 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル
部 の 男 子 顧 問 で す 。 よ ろ し く お 願 い し ま す 。

上 原 義 弘 先 生 〔 現 代 社 会 〕
皆 さ ん と 一 緒 に 勉 強 で き る こ と を 大 変 喜 ん で お り ま す 。
東 北 ・ 関 東 大 震 災 に お い て 、 自 ら 被 災 し な が ら も 命 を か け て 人 々 を

救 っ た 話 に 、 人 間 の 偉 大 さ を 改 め て 感 じ て い ま す 。 こ の 一 年 間 「 現 代
社 会 」 の 授 業 で 私 た ち の 生 き 方 ・ 在 り 方 を 考 え た い と 思 っ て い ま す 。

坂 口 美 保 先 生 〔 事 務 〕
う れ し の 特 別 支 援 学 校 か ら 来 ま し た 。 事 務 室 で 学 校 内 の 経 費 を 扱 う

仕 事 を し て い ま す 。 白 石 高 校 で 皆 さ ん と 楽 し く 学 校 生 活 を 送 り た い と
思 い ま す 。 よ ろ し く お 願 い し ま す 。

飯 田 遼 先 生 〔 事 務 〕
新 規 採 用 の 事 務 員 で す 。 研 修 や 日 々 の 業 務 を 通 し て 、 し っ か り 勉 強

を し て 、 皆 さ ん の お 役 に 立 て る よ う に 頑 張 り た い と 思 っ て い ま す 。 よ
ろ し く お 願 い し ま す 。

楠 田 亜 衣 子 先 生 〔 事 務 〕
社 会 人 １ 年 生 と し て 、 生 徒 の み な さ ん と と も に 成 長 し て い き た い と

思 っ て い ま す 。 事 務 室 に い る の で 直 接 関 わ る 事 が 少 な い か も し れ ま せ
ん が 、 気 軽 に 声 を か け て く だ さ い ね 。 よ ろ し く お 願 い し ま す 。

◇５月の主な行事予定

7 日（土） 土曜講座 看護・公務員模試 25 日（水） 小論文指導
11 日（水） 振替代休 30 日（月） 小論文模試
15 日（土） 育友会総会（水曜校時）

18 日（水） ２・３年生中間考査（～２１日） 佐賀県高校総体
19 日（木） １年生中間考査（～２１日） 6 月 3 日（金）～ 6 月 7 日（火）
23 日（月） 生徒会立会演説・投票


